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261 SSFSE 法を用い た MRCP
− Single　thick　slice 法 と Multi　slice 法 にお ける至適撮像条件 の 検討
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れ て い るが long　TE を用 い る こ とに よ

り背景信号の か さなり合い がな い 、 よ

り選択的な膵胆管像を得る こ とが可能

で あ っ た。また、短時間で の撮像が可

能で あり miss 　registratiOn 　ar 亡ifaCtが
な い と い う点か ら MIP 法に置き変わ

る可能性が示 唆され た。
rnulti 　slice 法は、膵胆道系 の 細か い 枝
や局所 レベ ル の 微細病変の 評価に優れ

るが 、 こ の 目的 に対 して は rnoderate

TE の 選 択が最適で あっ た．また脂肪

抑制を用いない事で 膵胆管像を得ると

同時 に周 囲実質臓器 の 把握 も可能 で

あっ た 。

【目的〕Si・gl・ Sh ・t　F… S・i・ E ・h・ （以下 ・SSFSE ）灘 、1 ス ライス の 醵 が高速に 櫞 で きる禾・1点か ら腿
鷹 域 の検査に広 く齟 されて い る・今回 SSFSE 法を用い たMRCP にお V！・て Si・gl，　thi，k 、lice法 t． Multi、li，5
法で の最適な実効 TE ，ス ライ ス厚を検討した。
〔方法］　 lmm 〜 1°mm 径の フ ・ ン トム 内に 塑 顛 水鞴 た し競 の を SSFSE 随 用 い た 、i。g1。 、hi。k 、lice
法と m ・lti・1ice法で 櫞 し ・ ス ライス厚および黝 TE を変化 させた時の 各フ 。 ン トム 径の 拙 能及 び SNR を

糠 畿藷 蠶翻艦 翫盈 IL奮鯉 瞭 ・・騰 で の ・N ・ を測定・・眦

　　　　　 使用 Coil：Phased　Array 　Torso 　Coil
【結果 ・考察〕single　thick　slice 法は 、 プ ロ ジ ェ クシ ョ ン画像
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SNR
を得る の が 目的で あり 、 背景信号の 抑讎が第 ／の 問題 とな り

実効 TE が短い と背景信号 の重な りによ り描出能が低下する

が・実効 TE　1000　m ・ec 前後の 1・ng 　TE は T2 の短い肝額
等の信号をよ り抑制する とともに不十分な脂肪抑制の代償とし

て も有効で あ っ た 。 ス ライス厚は、SNR
，
　s工ice　profile を考慮

し 50mm が最適 と考え られた。一方、　multi 　slice 法では、
実効 TE 　1000　msec 前後の 1Qng　TE の選択は SNR の 低

一
ド及

び細 い フ ァ ン トム径の 描出の劣化を招き、不適当であ っ た 。 こ

れ に対 して実効 TE 　90　msec 前後の Inoderate 　TE が SNR が
一番高くまた細い フ ァ ン トム 径の 描出能も優れて いた 。 ス ライ

ス厚は、撮像範囲及び SNR を考慮 し 5mm 厚が適当で あ る

と考え られ た。（Fig．1，2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6e　　 go　　 180　 Maximum 　 TE
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（Pr  ceedings 　of 　ISMRM 　6th　meeting ：vol．1，265，1998）
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